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25年度 26年度 27年度 99,141 99,141 69,214 69,214

1 総
新湘南国道
（Ⅱ期）の整
備促進

国道１３４号及
び国道１号の慢
性的な交通渋滞
の解消を図り、
良好な交通環境
を得るために、
残る新湘南国道
Ⅱ期事業の早期
整備の実現を図
る。

市民
政
策
関係機関への要
望回数

10回 10回 10回 10回
協議会等を通じて積極
的な要望活動を行っ
た。

Ａ なし 済

各種協議会等
を通じて近隣
市町と連携を
はかり要望活
動を行ってい
る。

未 高 高 高 現状維持

予
算
な
し

1
新湘南国道
（Ⅱ期）の整
備促進

近隣市町との連
携を図り、早期
整備の促進要望
を行う

関係機関への
要望回数

10回 10回

近隣市町との連
携を図り、早期
整備の促進要望
を行う

関係機関への
要望回数

10回

予
算
な
し

2 総
新湘南バイパ
ス料金無料化
の促進

新湘南バイパス
料金無料化及び
引下げにより、
通過交通車両を
市内の一般道路
から、新湘南バ
イパスへ誘導す
ることにより渋
滞緩和を図る。

市民
政
策
関係機関への要
望回数

10回 10回 10回 10回

さがみ縦貫道路の供用
に併せた料金見直し等
の要望を積極的に行っ
た。

Ａ なし 済

各種協議会等
を通じて近隣
市町と連携を
はかり要望活
動を行ってい
る。

未 高 高 高 現状維持

予
算
な
し

2
新湘南バイパ
ス料金無料化
の促進

さがみ縦貫道路
の全線供用開始
の状況を踏ま
え、関係機関へ
料金引き下げ等
の要望を行う

関係機関への
要望回数

10回 10回

さがみ縦貫道路
の全線供用開始
の状況を踏ま
え、関係機関へ
料金引き下げ等
の要望を行う

関係機関への
要望回数

10回

予
算
な
し

3 総
藤沢大磯線の
整備促進

さがみ縦貫道路
とともにアクセ
ス道路の整備は
必須であること
から近隣市町と
の連携を図り、
関係機関へ早期
整備を要望す
る。

市民
政
策
関係機関への要
望回数

20回 20回 20回 20回
協議会等を通じて積極
的な要望活動を行っ
た。

Ａ なし 不可 未 高 高 高 現状維持

予
算
な
し

3
藤沢大磯線の
整備促進

近隣市町との連
携を図り、早期
４車化及び側道
等の付帯整備の
促進、交差点改
良等の要望を行
う

関係機関への
要望回数

20回 20回

近隣市町との連
携を図り、側道
等の付帯整備の
促進や年度内で
の側道移管に向
けた協議、調整
を行う。

関係機関への
要望、協議、
調整

20回

予
算
な
し

3
藤沢大磯線の
整備促進

大山街道の今後
の整備等に係わ
る地元調整

地元との調整
回数

4回 ４回
大山街道の今後
の整備等に係わ
る地元調整

地元との調整
回数

3回

予
算
な
し

3
藤沢大磯線の
整備促進

大山街道の今後
の整備等に係わ
る庁内調整

庁内調整の回
数

4回 ４回
大山街道の今後
の整備等に係わ
る庁内調整

庁内調整の回
数

3回

予
算
な
し

4 総

新湘南国道並び
に藤沢大磯線(湘
南新道）新設改
良促進協議会

茅ヶ崎市の経済
発展や交通環境
向上のため協議
会構成市町と連
携を図り、関係
機関へ早期整備
を要望する。

市民

定
例
定
型

関係機関への要
望回数

5回 5回 5回 120 5回

関係市町と組織する協
議会を通じ、国土交通
省、財務省、地元選出
国会議員等に対して要
望活動を行った。

Ａ 120 なし 済

平塚市、寒川
町、大磯町で
構成する協議
会等を通じて
要望活動を
行っている。

未 高 高 高 現状維持
維
持

4

新湘南国道並び
に藤沢大磯線(湘
南新道）新設改
良促進協議会

協議会構成市町
と連携を図り、
関係機関へ早期
整備を要望する

関係機関への
要望回数

5回 5回 120

協議会構成市町
と連携を図り、
関係機関へ早期
整備を要望する

関係機関への
要望回数

5回 120
維
持

5 総
さがみ縦貫道
路の整備促進

茅ヶ崎市の経済
発展や交通環境
向上のため近隣
市町との連携を
図り、関係機関
へ早期整備を要
望する。

市民
政
策
関係機関への要
望回数

20回 20回 20回 20回

早期整備の要望をはじ
め、側道への植樹帯設
置等地元要望に対し
て、自治会や関係機関
と協議、調整を行っ
た。

Ａ なし 済

各種協議会等
を通じて近隣
市町と連携を
はかり要望活
動を行ってい
る。

未 高 高 高 現状維持

予
算
な
し

5
さがみ縦貫道
路の整備促進

近隣市町との連
携を図り、関係
機関へ早期全線
供用開始を要望
する

関係機関への
要望回数

20回 20回

近隣市町との連
携を図り、関係
機関へ早期全線
供用開始を要望
する

関係機関への
要望回数

20回

予
算
な
し

5
さがみ縦貫道
路の整備促進

関係機関へ環境
負荷の軽減を要
望する

関係機関への
要望回数

20回 20回
関係機関へ環境
負荷の軽減を要
望する

関係機関への
要望回数

20回

予
算
な
し

6 総

首都圏中央連
絡自動車道建
設促進期成同
盟会

ミッシングリン
クを防ぎ、交通
環境等の向上の
ため、協議会構
成市町と連携を
図り、関係機関
へ早期整備を要
望する。

市民

定
例
定
型

関係機関への要
望回数

5回 5回 5回 40 5回
協議会を通じ、関係自
治体と連携を図り要望
活動を行った。

Ａ 40 なし 済

協議会構成市
町と連携を図
り早期整備の
要望を行って
いる。

未 高 高 高 現状維持
維
持

6

首都圏中央連
絡自動車道建
設促進期成同
盟会

協議会構成市町
と連携を図り、
関係機関へ早期
整備を要望する

関係機関への
要望回数

5回 5回 40

協議会構成市町
と連携を図り、
関係機関へ早期
整備を要望する

関係機関への
要望回数

5回 40
維
持

7 総
相模川の整備
促進

右岸側に比べ左
岸側の築堤整備
が遅れているこ
とから、近隣市
町との連携を図
り、関係機関へ
早期整備を要望
する。

市民

定
例
定
型

関係機関への要
望回数

20回 20回 20回 120 31回

相模川整備促進協議会
の事務局として事務運
営を行い、国や議員等
への要望活動や事業勉
強会等の活動を積極亭
に展開した。

Ａ 120

業
務
計
画

なし 済

平塚市、寒川
町で構成する
協議会等を通
じて要望活動
を行ってい
る。

未 高 高 高 現状維持
維
持

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性活動

活動量・サービス量

広域連携に関する取組

広域
連携
の
実施

広域連携の
具体的な内

容

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定
義

必要性

③
成
果

活動ごとの
予算額

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

名称

平成２６年度計画

業
務
計
画

活動

活動指標の
名称

目標値

基礎情報

事務事業

施策目標

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

具体的な
改善内容

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

広域事業政策課

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に対
する成果の状況

25年度
の取組
に対す
る分析

課かい名

目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

広域事業政策課

国・県・他の自治体と連携し施策の効果を上げ
る

平成２５年度評価

実績

予
算
の
方
向
性

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値

活動

活動指標の
名称

②
ニ
ー

ズ

①
目
的
達
成
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25年度 26年度 27年度 99,141 99,141 69,214 69,214

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性活動

活動量・サービス量

広域連携に関する取組

広域
連携
の
実施

広域連携の
具体的な内

容

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定
義

必要性

③
成
果

活動ごとの
予算額

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

名称

平成２６年度計画

業
務
計
画

活動

活動指標の
名称

目標値

基礎情報

事務事業

施策目標

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

具体的な
改善内容

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

広域事業政策課

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に対
する成果の状況

25年度
の取組
に対す
る分析

課かい名

目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

広域事業政策課

国・県・他の自治体と連携し施策の効果を上げ
る

平成２５年度評価

実績

予
算
の
方
向
性

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値

活動

活動指標の
名称

②
ニ
ー

ズ

①
目
的
達
成

7
相模川の整備
促進

近隣市町との連
携を図り、関係
機関へ早期整備
を要望する

関係機関への
要望回数

20回 20回

近隣市町との連
携を図り、関係
機関へ早期整備
を要望する

関係機関への
要望回数

20回

業
務
計
画

予
算
な
し

7
相模川の整備
促進

国と連携し、説
明会、意見交換
会を行う

開催回数 1回 2回
国と連携し、説
明会、意見交換
会を行う

開催回数 1回

業
務
計
画

予
算
な
し

7
相模川の整備
促進

地元調整
地元との調整
回数

3回 ３回 地元調整
地元との調整
回数

3回

業
務
計
画

予
算
な
し

7
相模川の整備
促進

平成25年度相模
川整備促進協議
会の事務局運営

協議会による
幹事会・委員
会・要望活動
等の回数

5回 ６回 120
平成26年度相模
川整備促進協議
会の事務局運営

協議会による
幹事会・委員
会・要望活動
等の回数

5回 120

業
務
計
画

維
持

8 総
小出川の改修
整備促進

台風や集中豪雨
時の雨水放流先
である小出川に
ついて、自然環
境に配慮した整
備や河床掘削、
草刈等を関係機
関へ要望する。

市民
政
策
関係機関への要
望回数

10回 10回 10回 10回

小出川の護岸整備にお
いて、多自然型護岸で
の整備を県に要望し、
要望どおり整備され成
果がみられた。

Ａ なし 済

隣接する寒川
町と連携を図
り、地元対策
を行ってい
る。

未 高 高 高 現状維持

予
算
な
し

8
小出川の改修
整備促進

関係機関へ早期
堤防整備や河床
掘削、草刈等の
要望を行う

関係機関への
要望回数

10回 10回

関係機関へ早期
堤防整備や河床
掘削、草刈等の
要望を行う

関係機関への
要望回数

10回

予
算
な
し

8
小出川の改修
整備促進

県と連携し、説
明会、意見交換
会を行う

開催回数 2回 2回
県と連携し、説
明会、意見交換
会を行う

開催回数 随時

予
算
な
し

9 総
千ノ川の流路
整備、浚渫事
業

千の川の堤防整
備は完了した
が、流域住民の
安心安全のた
め、河床掘削や
草刈等を県へ要
望し、流路確保
を図る。

市民

定
例
定
型

関係機関への要
望回数

5回 5回 5回 5回
流路確保等を目的に河
床整理工事や草刈等が
行われた。

Ａ なし 不可

予
算
な
し

9
千ノ川の流路
整備、浚渫事
業

河床掘削や草刈
等を県へ要望す
る

県への要望回
数

5回 5回
河床掘削や草刈
等を県へ要望す
る

県への要望回
数

5回

予
算
な
し

9
千ノ川の流路
整備、浚渫事
業

親水護岸利活用
に関する自治
会、学校等との
協議

協議の回数 2回

予
算
な
し

10 総
北部地域道路
整備事業

県立茅ケ崎里山
公園の外周道路
や北部地域地元
要望道路につい
て、生活環境や
利便性の向上の
ため関係機関や
地元自治会と密
に調整し、早期
整備を図る。

市民
政
策

事業の進捗状況
工事延長＝ｍ ０ｍ 275ｍ 160ｍ 83,181

地域等との
調整10回、
道路擁壁設
置工事、埋
文整理作業

8570号線24年度繰越分
工事及び擁壁設置工
事、8571号線埋蔵文化
財発掘調査整理作業委
託業務は目標どおり完
了した。

Ａ 60,654

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

10
北部地域道路
整備事業

北部地域地元要
望道路について
地元調整を行う

地域や関係機
関、関係各課
との調整回数

5回 5回
北部地域地元要
望道路について
地元調整を行う

地域や関係機
関、関係各課
との調整回数

5回

業
務
計
画

予
算
な
し

10
北部地域道路
整備事業

茅ヶ崎里山公園
の外周道路の整
備を行う

①市道8570号
線埋蔵文化財
整理作業委
託・②擁壁設
置工事③市道
8570号線電柱
移設

①1,203㎡
②145ｍ
③移設完了

※②③につ
いては道路
建設課にて
実施（②③
の予算
64,816につ
いては道路
建設課に配

①190㎡
②142.7ｍ
③実施不用

68,366
茅ヶ崎里山公園
の外周道路の整
備

①市道8570号
線埋蔵文化財
整理作業報告
書作成
②道路改良工
事

①27年3月末
②132ｍ
※②について
は道路建設課
にて実施　
　
※②の予算
57,154千円に
ついては道路
建設課に配当
替）

60,654

業
務
計
画

維
持

701
北部地域道路
整備事業

市道8570号線の
平成25年度工事
分の一部繰越す
る。

市道8570号線
平成24年度繰
越工事

工事完了 7月完了 14,815 終了

予
算
な
し

11 総
県立茅ケ崎里
山公園整備の
促進

早期整備を県に
要望するととも
に、整備後の有
効的な利活用等
について県や公
園協会、地域団
体協議を行い北
部地域の活性化
を図る。

市民

定
例
定
型

関係機関への要
望回数

10回 5回 5回 13 10回

平成25年度にほほ用地
買収、施設整備工事が
完了し、また公園運営
委員会等で公園の運営
や利活用等についての
協議を行った。

Ａ 35 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

11
県立茅ケ崎里
山公園整備の
促進

県へ早期整備を
要望するととも
に公園の有効的
な利活用につい
て関係機関等と
調整する。

関係機関への
要望回数

10回 10回 13

公園の有効的な
利活用について
関係機関等と協
議、調整する。

運営会議への
出席回数

2回 35
維
持
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25年度 26年度 27年度 99,141 99,141 69,214 69,214

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性活動

活動量・サービス量

広域連携に関する取組

広域
連携
の
実施

広域連携の
具体的な内

容

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定
義

必要性

③
成
果

活動ごとの
予算額

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

名称

平成２６年度計画

業
務
計
画

活動

活動指標の
名称

目標値

基礎情報

事務事業

施策目標

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

具体的な
改善内容

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

広域事業政策課

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に対
する成果の状況

25年度
の取組
に対す
る分析

課かい名

目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

広域事業政策課

国・県・他の自治体と連携し施策の効果を上げ
る

平成２５年度評価

実績

予
算
の
方
向
性

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値

活動

活動指標の
名称

②
ニ
ー

ズ

①
目
的
達
成

12 総
国道1号電線
地中化整備の
促進

国道１号の電柱
や電線の地中化
により、歩道幅
や段差、見通し
等が改善され、
歩行者の安全が
確保されるよう
よう早期整備を
要望する。

市民

定
例
定
型

国・関係機関へ
の要望活動回数

10回 10回 10回 10回

市民集会等においても
要望が出ていることか
らも、国に対してあら
ゆる機会を捉え要望を
行っており、国は整備
可能な場所から順次整
備していく予定であ
る。

Ａ なし 不可 未 高 高 高 現状維持

予
算
な
し

12
国道1号電線
地中化整備の
促進

国へ早期整備を
要望する

関係機関への
要望回数

10回 10回
国へ早期整備を
要望する

関係機関への
要望回数

10回

予
算
な
し

13 総
中海岸寒川線
の整備促進

さがみ縦貫道路
及び藤沢大磯線
の供用に伴い、
西久保、香川付
近の交通渋滞が
予想され沿線住
民への影響も懸
念される。ま
た、県央への路
線が不足してい
ることから中海
岸寒川線の早期
整備を要望す
る。

市民
政
策

県・関係機関へ
の
要望活動回数

10回 10回 10回 10回
市長会等を通じ継続し
て県へ要望を行ってい
る。

Ａ なし 不可 未 高 高 高 現状維持

予
算
な
し

13
中海岸寒川線
の整備促進

市長会等を通じ
て早期整備を県
へ要望する。

県への要望回
数

10回 10回
市長会等を通じ
て早期整備を県
へ要望する。

県への要望回
数

10回

予
算
な
し

14 総
県道の歩道及
び交通安全施
設の整備促進

歩行者が安全で
利用できるよう
に歩道及び交通
安全施設の早期
整備実現を図
る。

市民

定
例
定
型

関係機関への要
望回数

5回 5回 5回 5回

市民より多数の要望が
あることから県へ強く
働きかけている。ま
た、25年度は404号歩道
整備や県道30号歩道橋
工事、県道47号防護柵
設置に着手する等順調
に事業が進んでいる。

Ａ なし 不可 未 高 高 高 現状維持

予
算
な
し

14
県道の歩道及
び交通安全施
設の整備促進

赤羽根交差点以
北の早期歩道整
備を県に要望す
る

関係機関への
要望回数

3回 3回

赤羽根交差点以
北の早期歩道整
備を県に要望す
る

関係機関への
要望回数

3回

予
算
な
し

14
県道の歩道及
び交通安全施
設の整備促進

早期の完成形に
よる整備を県に
要望する

関係機関への
要望回数

2回 2回
早期の完成形に
よる整備を県に
要望する

関係機関への
要望回数

2回

予
算
な
し

15 総
関東国道協会
事務

茅ヶ崎市の経済
発展や交通環境
向上のため協議
会構成市町と連
携を図り、関係
機関へ早期整備
を要望する。

市民
関係機関への要
望回数

5回 5回 5回 40 5回
協議会構成市町と連携
を図り要望活動を行っ
た。

Ａ 40 なし 済

協議会構成市
町と連携を図
り要望活動を
行っている。

未 高 高 高 現状維持
維
持

15
関東国道協会
事務

協議会構成市町
と連携を図り、
関係機関へ早期
整備を要望する

関係機関への
要望

5回 5回 40

協議会構成市町
と連携を図り、
関係機関へ早期
整備を要望する

関係機関への
要望

5回 40
維
持

16 総
小出川及び国
道の道路の美
化活動の促進

国や県と協力し
て、地域住民、
企業等の美化活
動をサポート
し、道路・河川
の美化を図る。

市民

定
例
定
型

広報・収集ゴミ
回収回数

28回 28回 28回 27回

各団体や国、県との連
携を図り、国道や小出
川の美化活動を推進す
ることができた。

Ａ なし 不可 未 高 高 高 現状維持

予
算
な
し

16
小出川及び国
道の道路の美
化活動の促進

地域団体が行う
草刈り清掃や植
栽等の河川美化
活動の支援を行
う

広報・ゴミ収
集協力回数

18回 18回

地域団体が行う
草刈り清掃や植
栽等の河川美化
活動の支援を行
う

広報・ゴミ収
集協力回数

18回

予
算
な
し

16
小出川及び国
道の道路の美
化活動の促進

地域団体、企業
等が行う歩道清
掃、除草、花の
管理等道路美化
活動の支援を行
う

広報・ゴミ収
集協力回数

10回 9回

地域団体、企業
等が行う歩道清
掃、除草、花の
管理等道路美化
活動の支援を行
う

広報・ゴミ収
集協力回数

10回

予
算
な
し

17 総
北部地区活性
化事業

多くの人に北部
地区（芹沢）へ
来ていただき海
だけではない
茅ヶ崎市の良さ
を知っていただ
くため、北部の
まちおこし・活
性化を図る。

市民

定
例
定
型

事業実施回数 10回 10回 10回 50 10回

平成22年度の協働推進
事業終了後も団体と協
働し、北部活性化の促
進を図っている。

Ａ 70 なし 可

小出川彼岸花
祭は藤沢市、
寒川町の市民
団体が関係
し、それぞれ
の各市町が支
援している形
をとっている
ことからも今
後、広域的な
イベント実施
の可能性があ
る。

未 高 高 高 現状維持
維
持

17
北部地区活性
化事業

せりざわ彼岸花
の会と連携を図
り、北部地区の
活性化を支援す
る。

事業実施回数 10回 10回 50

せりざわ彼岸花
の会と連携を図
り、北部地区の
活性化を支援す
る。

事業実施及び
打合せ回数

10回 70
維
持

18 総

さがみ縦貫道
路・藤沢大磯
線整備に伴う
関連事業

さがみ縦貫道路
や藤沢大磯線の
整備に伴う地域
からの要望の実
現に向け関係機
関や関係各課と
協議を行うとと
もに地域との調
整を行う。

地域住
民

政
策

関係機関との協
議
地元との調整回
数

30回 30回 30回 12,152 30回

地元要望である農道舗
装工事の実施や（仮）
河童徳利ひろば整備に
伴うイメージを作成に
ついて、地元や関係機
関等と協議、調整を行
いながら進めてきた。

Ａ 3,900

業
務
計
画

なし 済

（仮）河童徳
利広場整備計
画は、寒川町
との行政界を
跨ぐため、寒
川町との広域
連携により、
整備に係る協
議、調整を
行っている。

未 高 高 高 現状維持
維
持
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25年度 26年度 27年度 99,141 99,141 69,214 69,214

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性活動

活動量・サービス量

広域連携に関する取組

広域
連携
の
実施

広域連携の
具体的な内

容

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定
義

必要性

③
成
果

活動ごとの
予算額

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

名称

平成２６年度計画

業
務
計
画

活動

活動指標の
名称

目標値

基礎情報

事務事業

施策目標

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

具体的な
改善内容

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

広域事業政策課

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に対
する成果の状況

25年度
の取組
に対す
る分析

課かい名

目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

広域事業政策課

国・県・他の自治体と連携し施策の効果を上げ
る

平成２５年度評価

実績

予
算
の
方
向
性

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値

活動

活動指標の
名称

②
ニ
ー

ズ

①
目
的
達
成

18

さがみ縦貫道
路・藤沢大磯
線整備に伴う
関連事業

さがみ縦貫道路
及び藤沢大磯線
整備に伴う地元
調整

地元との調整
回数

10回 10回

さがみ縦貫道路
及び藤沢大磯線
整備に伴う地元
調整

地元との調整
回数

10回

業
務
計
画

予
算
な
し

702

さがみ縦貫道
路・藤沢大磯
線整備に伴う
関連事業

地元要望である
市道舗装に伴う
調整及び施工

関係機関への
要望回数
地元との調整
回数

10回
※施工につ
いては道路
管理課にて
実施
（予算につ
いても道路
管理課へ配
当替）

10回 10,983 終了

予
算
な
し

18

さがみ縦貫道
路・藤沢大磯
線整備に伴う
関連事業

地元要望である
（仮称）河童徳
利広場整備に伴
う調整及び設計
委託

関係機関への
要望回数
地元との調整
回数

10回
※設計委託
については
公園緑地課
にて実施
（予算につ
いても公園
緑地課へ配
当替）

10回 1,169

地元要望である
（仮称）河童徳
利広場整備に伴
う意見交換

地元との調整
回数

１０回

業
務
計
画

予
算
な
し

18

さがみ縦貫道
路・藤沢大磯
線整備に伴う
関連事業

西久保JCT周辺側
道の市への移管

国、県、
NEXCO等との
調整会議

１０回

業
務
計
画

予
算
な
し

18

さがみ縦貫道
路・藤沢大磯
線整備に伴う
関連事業

側道残地部分に
おけるポケット
パーク整備

整備箇所

４箇所
※工事請負
については
公園緑地課
にて実施
（予算につ
いても公園
緑地課へ配
当替）

3,900

業
務
計
画

減
ら
す

19 総
北部地域道路
整備関連事業

地域住民の生活
環境向上のた
め、北部地域の
道路整備におい
て取得した事業
用地の維持管理
を行う

市民

定
例
定
型

実施回数 2回 2回 2回 144 2回
夏季と秋季に事業用地
の草刈を行うなど適正
な維持管理を行った。

Ａ 455 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

19
北部地域道路
整備関連事業

用地測量・用地
維持管理業務委
託

実施回数 2回 ２回 144
用地測量・用地
維持管理業務委
託

実施回数 2回 455
維
持

20 総

相模川左岸新
田・萩園地区
の堤外地土地
利用の検討

関係機関や関係
各課と連携を図
り、土地利用を
検討する。

市民
政
策

関係機関・
関係各課との調
整回数

5回 5回 5回 3回

地権者や保安林等状況
を調査したなかでコア
地域であることを踏ま
えたなかで今後の方向
性を検討した。

Ｂ なし 不可 未 高 高 高 現状維持

予
算
な
し

20

相模川左岸新
田・萩園地区
の堤外地土地
利用の検討

土地利用の可能
性について関係
機関や関係各課
と調整

関係機関・
関係各課との
調整回数

5回 3回

土地利用の可能
性について関係
機関や関係各課
と調整

関係機関・
関係各課との
調整回数

5回

予
算
な
し

21 総

国・県の施
策・制度予算
に関する要望
調整事務

本市の施策の推
進と当面の課題
解決を図るた
め、国・県の施
策や予算等に関
する要望を行
う。

市民・
事業者

定
例
定
型

要望の実施回数 2回 2回 2回 2回

国・県へ効果的な要望
となるよう、要望事項
について庁内的に協議
を進め、要望事項を取
りまとめることが出来
た

Ａ なし 済 未 高 高 高 現状維持

予
算
な
し

21

国の施策・制
度予算に関す
る要望調整事
務

要望書の照会、
取りまとめ、庁
内調整、要望書
作成

要望の実施回
数

1回 1回

要望書の照会、
取りまとめ、庁
内調整、要望書
作成

要望の実施回
数

1回

予
算
な
し

21

県の施策・制
度予算に関す
る要望調整事
務

要望書の照会、
取りまとめ、庁
内調整、要望書
作成

要望の実施回
数

1回 1回

要望書の照会、
取りまとめ、庁
内調整、要望書
作成

要望の実施回
数

1回

予
算
な
し

22 総
地域活性化施
策支援事業

各課の地域活性
化施策を支援す
るため、(財)地
域活性化セン
ターで行う支援
事業を活用する

職員

定
例
定
型

支援事業の活用 1件以上/年 1件以上/年 1件以上/年 140 1件
地域活性化センター事
業の活用に繋がったた
め

Ａ 140 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

22
地域活性化施
作支援事業

庁内調整事務
支援事業の活
用

1件以上/年 1件 140 庁内調整事務
支援事業の活
用

1件以上/年 140
維
持

23 総
湘南広域都市
行政協議会事
務

藤沢市及び寒川
町との連携・協
調を図るため、
各種情報交換を
行い、広域連携
の可能性を検討
する。

市民・
事業
者・職
員

政
策

湘南広域都市行
政協議会の開催
回数

年6回 年6回 年6回 2,883 年４回
新たな広域連携施につ
いて事業の実現に繋が
る調査研究を行った

Ａ 3,036

業
務
計
画

あり 済 未 高 高 高 現状維持
維
持

23
湘南広域都市
行政協議会事
務

協議会日程調整
及び事務研究部
会への出席

協議会の開催
回数

年6回 年４回 2,883
協議会日程調整
及び事務研究部
会への出席

協議会の開催
回数

年6回 3,036

業
務
計
画

あり
⑥市役所の変
革

年３件

事業の見直
しや新規事
業への取組/

年

25

地方分権の推
進による、更
なる連携強化
に取組む

維
持

24 総 旅券発給事務

県から権限移譲
を受け、身近な
場所で手続を可
能とする。

市民

定
例
定
型

調整会議の開催
回数

年4回 年4回 年4回 年３回

事務が適正に行われる
よう市町との情報共有
を図ると共に１周年に
合わせて周知活動を
行った

Ａ なし 済 未 高 高 高 現状維持

予
算
な
し

24 旅券発給事務
旅券発給業務の
運営の調整

調整会議の開
催回数

年4回 年３回
旅券発給業務の
運営の調整

調整会議の開
催回数

年4回

予
算
な
し
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25年度 26年度 27年度 99,141 99,141 69,214 69,214

経営改善方針の重点事項に係る取組

事業の
方向性活動

活動量・サービス量

広域連携に関する取組

広域
連携
の
実施

広域連携の
具体的な内

容

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定
義

必要性

③
成
果

活動ごとの
予算額

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

名称

平成２６年度計画

業
務
計
画

活動

活動指標の
名称

目標値

基礎情報

事務事業

施策目標

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

具体的な
改善内容

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

広域事業政策課

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に対
する成果の状況

25年度
の取組
に対す
る分析

課かい名

目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

広域事業政策課

国・県・他の自治体と連携し施策の効果を上げ
る

平成２５年度評価

実績

予
算
の
方
向
性

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値

活動

活動指標の
名称

②
ニ
ー

ズ

①
目
的
達
成

25 総
湘南地域市町
連絡協議会事
務

県政総合セン
ターを中心とし
た５市３町の連
携・協調を図る
ため、各種情報
交換を行う。

市民・
事業
者・職
員

定
例
定
型

会議等の開催回
数

3回 3回 3回 １回
湘南地域の連携を深
め、共通の課題の情報
共有ができた

Ａ なし 済 未 中 中 中 現状維持

予
算
な
し

25
湘南地域市町
連絡協議会事
務

会議日程等の調
整及び協議会へ
の出席

会議等の開催
回数

年3回 年１回
会議日程等の調
整及び協議会へ
の出席

会議等の開催
回数

年3回

予
算
な
し

26 総
湘南地域首長
懇談会事務

県と湘南地域の
連携を深め、諸
課題の効果的な
解決を図るた
め、県知事と湘
南地域の首長の
懇談会を開催す
る。

市民・
事業
者・職
員

定
例
定
型

開催回数 1回 1回 1回 １回

県と湘南地域の自治体
との諸課題について情
報共有を図り、意見交
換を行った

Ａ なし 済 未 中 中 高 現状維持

予
算
な
し

26
湘南地域首長
懇談会事務

日程・発言等の
調整及び会議へ
の出席

開催回数 年1回 年1回
日程・発言等の
調整及び会議へ
の出席

開催回数 年1回

予
算
な
し

27 総

平塚市・茅ヶ
崎市広域連携
推進協議会事
務

平塚市との連
携・協調を図る
ため、各種情報
交換を行い、広
域連携の可能性
を検討する。

市民・
事業
者・職
員

定
例
定
型

協議会等の開催
回数

年2回 年2回 年2回 ２回

検討会議は悪天候のた
め開催されなせんでし
たが、研修会や打合せ
を開催し連携を推進で
きた。

Ａ なし 済 未 中 中 高 現状維持

予
算
な
し

27

平塚市・茅ヶ
崎市広域連携
推進協議会事
務

新たな連携項目
や会議日程等の
調整及び協議
会・研修会への
出席

協議会等の開
催回数

年2回 年２回

新たな連携項目
や会議日程等の
調整及び協議
会・研修会への
出席

協議会等の開
催回数

年2回

予
算
な
し

28 総
厚木基地騒音
対策事務

厚木基地航空機
訓練に伴う騒音
対策のための活
動を行う。

航空機
騒音の
被害を
受けて
いる市
民等

定
例
定
型

航空機騒音に関
する苦情件数

30件 30件 30件 80 年170件

積極的に要請活動に参
加し、市民の方から頂
いている意見を関係機
関へ伝えることが出来
た

Ａ 100 なし 済 未 高 高 高 現状維持
維
持

28
厚木基地騒音
対策事務

厚木基地騒音対
策協議会参加

協議会等参加
回数

年5回 年５回 60
厚木基地騒音対
策協議会参加

協議会等参加
回数

年5回 60
維
持

28
厚木基地騒音
対策事務

厚木基地関係市
連絡会議参加

会議参加回数 年4回 年３回 20
厚木基地関係市
連絡会議参加

会議参加回数 年4回 40
維
持

28
厚木基地騒音
対策事務

厚木飛行場から
の空母艦載機の
移駐等に関する
協議会参加

会議参加回数 年1回

予
算
な
し

28
厚木基地騒音
対策事務

基地騒音対策要
請活動

要請回数 年4回 年３回
基地騒音対策要
請活動

要請回数 年4回

予
算
な
し

28
厚木基地騒音
対策事務

防音工事の周知
及び問い合わせ
対応事務

問い合わせ対
応件数

年20件 年18件
防音工事の周知
及び問い合わせ
対応事務

問い合わせ対
応件数

年20件

予
算
な
し

28
厚木基地騒音
対策事務

騒音苦情対応事
務

苦情対応件数 年30件 年170件
騒音苦情対応事
務

苦情対応件数 年30件

予
算
な
し

29 総 権限移譲事務

権限の移譲によ
り、茅ヶ崎市の
自治体としての
自主性を高め、
より効率的な事
務執行を行うこ
とができるよう
にする。

市民・
事業
者・職
員

定
例
定
型

移譲希望事項の
申し出
件数

年2件 年2件 年2件 0件

権限移譲にはつながり
ませんでしたが、一括
法に対する庁内調整や
保健所政令市に向けた
調整を行った

Ｃ
業
務
計
画

なし 可

広域で権限移
譲を受ける可
能性が考えら
れる

未 高 高 高 拡大

予
算
な
し

29 権限移譲事務
地域主権改革へ
の対応に向けた
庁内調整

移譲事務等に
ついての調査
検討体制の研
究

随時 随時
地方分権改革へ
の対応に向けた
庁内調整

移譲事務等に
ついての調査
検討体制の研
究

随時

業
務
計
画

予
算
な
し

地方分権改革に
向けた取組

提案募集方式
の庁内への周
知及び活用の
検討

随時

業
務
計
画

予
算
な
し

29 権限移譲事務
県からのヒアリ
ング及び照会対
応、県との協議

県の説明会へ
の参加回数

年4回 年4回
県からのヒアリ
ング及び照会対
応、県との協議

県の説明会へ
の参加回数

年4回

業
務
計
画

予
算
な
し

29 権限移譲事務
保健所移管に向
けた協議

庁内関係課と
の業務の整理
及びスケ
ジュール調整

年5回 年6回
保健所移管に向
けた協議

庁内外関係部
局との業務及
びスケジュー
ル調整

年5回

業
務
計
画

予
算
な
し
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今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定
義

必要性

③
成
果

活動ごとの
予算額

予算内訳（千円）

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

名称

平成２６年度計画

業
務
計
画

活動

活動指標の
名称

目標値

基礎情報

事務事業

施策目標

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

具体的な
改善内容

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

広域事業政策課

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に対
する成果の状況

25年度
の取組
に対す
る分析

課かい名

目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

広域事業政策課

国・県・他の自治体と連携し施策の効果を上げ
る

平成２５年度評価

実績

予
算
の
方
向
性

目標値
(第2次実施計画)

活動量・サービス量

実績値

活動

活動指標の
名称

②
ニ
ー

ズ

①
目
的
達
成

29 権限移譲事務
中核市に向けた
方向性の確定

庁内や関係機
関との協議

 年度末まで
 に年内まで
に

業
務
計
画

予
算
な
し

30 総
特例市市長会
事務

構成市間の連携
のもとに行財政
の円滑な運営を
図る。

特例市

定
例
定
型

会議への出席 年4回 年4回 年4回 50 年4回

副会長市として、ま
た、部会長市として役
員市や部会会員市と連
携して会の運営に努め
た

Ａ 381 なし 済 未 高 高 高 拡大
維
持

30
特例市市長会
事務

総会・懇談会等
の日程及び発言
の調整

会議等への出
席

年4回 年4回 50
総会・懇談会等
の日程及び発言
の調整

会議等への出
席

年4回 50
維
持

30
特例市市長会
事務

役員市との調整
や部会の開催

部会市の意見
集約や調整

随時 随時 0
役員市との調整
や会員市の意見
集約

役員会の開催
や会員市への
意見照会

随時 331
維
持

30
特例市市長会
事務

特例市市長会事
務局として円滑
な運営を行う

関係団体との
調整及び会の
庶務及び経理
を適正に行う

随時

予
算
な
し

30
特例市市長会
事務

指定都市市長会
と中核市市長会
との連携

他市長会事務
局や連携担当
市との連絡調
整

随時

予
算
な
し

31 総
寒川町との広
域連携推進事
務

寒川町との効率
的な行政運営を
推進するため、
課題の整理を行
い、広域連携事
業を実施に向け
検討する。

寒川
町・関
係各課

政
策

調査研究に取り
組んだ事務数

2事業 2事業 2事業 70 4事業

連携事業を検討してい
くに当たり、分科会を
設置し、推進計画書を
策定した

Ａ
業
務
計
画

あり 済 未 高 高 高 拡大

予
算
な
し

31
寒川町との広
域連携推進事
務

課題解決に向け
た調査研究及び
検討会議の実施

会議の開催 年３回 年3回 70
課題解決に向け
た調査研究及び
検討会議の実施

会議の開催 年３回

業
務
計
画

あり
⑥市役所の変
革

平成25年度
基本計画の
策定時期 25

行政界を超え
た課題解決を
連携して取り
組む

予
算
な
し

31
寒川町との広
域連携推進事
務

寒川町との広域
連携に係る基本
的な考え方の策
定

策定時期 8月 8月
広域連携制度の
調査研究

機関等の共同
設置の課題整
理時期

年度末

業
務
計
画

予
算
な
し

31
寒川町との広
域連携推進事
務

（仮）河童徳利
公園整備に係る
調査研究

事業手法の決
定時期

年度末

業
務
計
画

予
算
な
し

31
寒川町との広
域連携推進事
務

寒川町との広域
連携事業の実現
に向けた推進計
画書の策定

策定時期 11月 3月
推進計画の進捗
管理

分科会への参
加及び事務事
業の進捗状況
の把握

随時

業
務
計
画

予
算
な
し

888 総
災害応急対策
活動

本市域に地震・
津波等に伴う諸
現象による同時
多発的災害が発
生した場合に、
被害を軽減する
ため応急対策活
動を課として迅
速、的確に対処
する

全市民
等

定
例
定
型

広域連携班の応急対策
活動の習熟を図ると共
に、災害時の協定書に
基づき応援要請を行っ
た

Ａ

888
災害応急対策
活動

応急災害対策の
特命の受理（災
害等発生時）

班員の配備 8名 8名
応急対策活動マ
ニュアルの充実

マニュアルの
見直し

２６年４月

888
災害応急対策
活動

国・県道路管理
者等関係機関と
の連絡調整

国・県の道路
及び河川管理
者並びに県立
公園管理者と
の連絡調整

随時 随時
応急対策業務の
実施手順の検証

行動手順書の
見直し

２６年４月

888
災害応急対策
活動

部の災害応急対
策マニュアルの
検証及び見直し

マニュアルの
見直し

4月 4月
所属職員の応急
対策業務の実施
手順の習熟

所属内での訓
練・研修実施

随時

888
災害応急対策
活動

統括調整部広域
連携班の活動

活動回数 年4回 年7回
統括調整部広域
連携班の応急対
策活動の習熟

統括調整部広
域連携班での
訓練・研修等
の実施

6回

888
災害応急対策
活動

災害時相互応援
協定に基づく応
援要請

近隣市及び特
例市との連携
強化

随時
応援要請1
回

災害時協定締結
先との連携強化

災害時の対応
についての協
議

随時

888
災害応急対策
活動

関係機関との連
携強化

災害時の対応
についての協
議

随時
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業
務
計
画
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活動ごとの
決算額
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事
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総
括
フ
ラ
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の取組
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る分析
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事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

広域事業政策課

国・県・他の自治体と連携し施策の効果を上げ
る

平成２５年度評価

実績

予
算
の
方
向
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②
ニ
ー

ズ

①
目
的
達
成

888 総 庁内共通事務 58 58 123 123


